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高
橋
由
一
の
油
彩
画
発
見

２
枚
目
と
な
る

本
市
で
２
枚
目
と
な
る
、
日

本
で
最
初
の
洋
画
家
と
さ

れ
る
高た

か
は
し橋
由ゆ

い

ち一
が
描
い
た
油
彩
の

肖
像
画
が
、
市
内
の
民
家
で
見
つ

か
り
、
３
月
２８
日
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
２２
年
10
月
に
高
橋
由
一
が

描
い
た
肖
像
画
「
第
11
代
山や

ま

だ田

荘し
ょ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門
顕
善
像
」
（
中
野
市
所

蔵
）
が
、(

仮
称)

山
田
家
資
料
館

の
収
蔵
資
料
整
理
中
に
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

　
発
見
の
際
に
、
当
時
の
記
録
か

ら
肖
像
画
は
２
枚
描
か
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
平
成
２２
年
10
月
に
発
見

さ
れ
た
肖
像
画
と
よ
く
似
た
肖
像

画
が
市
内
の
民
家
で
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　
高
橋
由
一
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
の

木き

じ

ま島
隆た

か
や
す康
教
授
と
東
京
藝
術
大
学

大
学
美
術
館
の
古ふ

る

た田
亮り

ょ
う

准
教
授
の

両
氏
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
肖
像

画
は
由
一
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
見
さ
れ
た
肖
像
画
は
、「
貴

重
な
文
化
財
と
し
て
、
永
く
後
世

に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
の
所
蔵
者

の
意
向
に
よ
り
、
市
に
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
発
見
さ
れ
た
肖
像
画
は
、

明
治
16(

１
８
８
３)

年
に
制

作
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
さ
は
１
枚

目
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　
１
枚
目
の
顕
善
像
と
比
べ
る

２
枚
目
の
肖
像
画
発
見
の

経
過

発
見
さ
れ
た
肖
像
画
に

つ
い
て
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と
、ポ
ー
ズ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、

や
や
正
面
を
向
い
て
い
ま
す
。

　
木
島
隆
康
教
授
に
よ
る
と
、
作

品
を
短
時
間
で
仕
上
げ
る
と
い

う
、
由
一
作
品
の
多
く
に
み
ら
れ

る
特
徴
が
、
１
枚
目
の
作
品
に
比

べ
て
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
古
田
亮
准
教
授
は
、
像

主
で
あ
る
顕
善
が
由
一
に
２
点
の

肖
像
を
依
頼
し
、
そ
の
過
程
や
制

作
費
に
つ
い
て
も
記
録
が
残
さ
れ

ジャンル　油彩画
制作年代　明治16(1８８３)年
サイズ　縦約6２㎝　横約５0㎝(額を含む)
作者名　高橋由一

今回発見された油彩画
ジャンル　油彩画
制作年代　明治16(1８８３)年
サイズ　縦約6２㎝　横約５0㎝(額を含む)
作者名　高橋由一

平成22年10月に発見された油彩画（修復後）

て
い
る
こ
と
は
、
全
国
的
に
も
他

に
例
が
な
く
貴
重
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
寄
贈
さ

れ
た
本
作
品
に
必
要
な
修
復
な
ど

を
施
し
た
後
、
一
般
に
公
開
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
橋
由
一
（
１
８
２
８
～
９４

年
）
は
、
本
格
的
な
油
絵
技
法
を

習
得
し
、
日
本
で
最
初
の
「
洋
画

家
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
由
一
は
、
佐
野
藩
江
戸
藩
邸
に

生
ま
れ
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
日
本

画
（
狩
野
派
、
北
宗
画
）
を
学
び

ま
す
が
、
幕
末
に
西
洋
石
版
画
に

強
い
衝
撃
を
受
け
て
洋
画
の
研
究

を
志
し
ま
す
。

　
文
久
２
（
１
８
６
２
）
年
に
幕

府
が
設
置
す
る
洋
書
調
所
の
画
学

局
に
入
局
し
、
洋
画
家
の
川か

わ
か
み上

冬と
う
が
い崖

（
１
８
２
７
～
８1
年
）
に
師

事
し
ま
す
。
本
格
的
に
油
彩
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
慶
応
２

（
１
８
６
６
）
年
、
当
時
横
浜
に

住
ん
で
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
（
１
８
３
１

年
～
９1
年
）
に
師
事
し
た
と
き

で
、
翌
年
に
は
パ
リ
万
国
博
覧
会

に
出
展
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
維
新
後
に
は
画
塾
で
あ

る
天て

ん
か
い絵

学
舎
を
創
設
し
、
原は

ら

だ田

直な
お
じ
ろ
う

次
郎
や
高た

か
は
し橋

源げ
ん
き
ち吉

ら
多
く
の
弟

子
を
養
成
し
ま
し
た
。

　
由
一
の
作
品
に
は
、
人
物
、
風

景
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
代
表
作

の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
作
品
と
し

て
『
鮭
』
（
東
京
藝
術
大
学
大
学

美
術
館
所
蔵
、
重
要
文
化
財
）
が

あ
り
ま
す
。

　
第
11
代
山
田
荘
左
衛
門
顕
善

（
１
８
２
１
～
８５
年
）は
、
８
代

山や

ま

だ田
庄し

ょ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門
顕
済
の
四
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
す
。
２0
代
か
ら
３0
代

ま
で
を
江
戸
で
過
ご
し
、
万
延
元

(

１
８
６
０)

年
に
分
家
し
て
山
田

理り

へ

え

兵
衛
と
改
名
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
病
弱
で
あ
っ
た
兄
９

代
庄
左
衛
門
顕
義
の
代
理
と
し
て

地
域
の
諸
問
題
に
奔
走
し
ま
す

が
、
明
治
５(

１
８
７
２)

年
に
急

死
し
た
甥
10
代
庄
左
衛
門
顕
仁
の

跡
を
受
け
て
、
本
家
に
復
籍
し
て

11
代
荘
左
衛
門
顕
善
を
名
乗
り
ま

す
。

　
明
治
維
新
後
は
、
地
域
の
公

職
を
歴
任
し
ま
す
が
、
明
治

1４(

１
８
８
１)

年
、
相
続
人
を
甥

の
熊く

ま
た
ろ
う

太
郎（
後
の
1２
代
荘
左
衛
門
）

に
定
め
て
後
事
を
託
し
ま
す
。

　
明
治
16(

１
８
８
３)

年
に
上
京

し
た
際
、
高
橋
由
一
に
肖
像
画
２

枚
の
制
作
を
依
頼
し
、
油
彩
画
代

金
４0
円
４0
銭
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
1８(

１
８
８
５)

年
、
東
京

浅
草
に
新
居
を
購
入
し
て
転
居
し
、

そ
の
直
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

文
化
財
係
（
豊
田
支
所
内
）

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
２
）

▲報道機関発表の様子

日
本
最
初
の
洋
画
家

高
橋
由
一
と
は

肖
像
画
の
今
後
に
つ
い
て

第
１１
代

山
田
荘
左
衛
門
顕
善
と
は
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山
田
家
の
あ
ら
ま
し

　
山や

ま

だ田
庄し

ょ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門
家
の
先
祖
は
戦

国
浪
人
と
伝
え
ら
れ
、
元げ

ん

な和
年
間

(

１
６
１
５
～
２４
年)

に
江
部
村

（
現
在
の
中
野
市
江
部
）
に
来
住

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
３
代
目
が
初
め
て「
庄
左
衛
門
」

を
名
乗
り
、大
量
の
田
畑
を
集
め
、

穀
物
売
買
や
酒
造
業
を
営
み
ま
し

た
。

　
７
代
庄
左
衛
門
顕
孝
は
文

人
「
松し

ょ
う
さ
い斎

」
の
号
で
知
ら
れ
、

『
経け

い
て
ん
こ
く
め
い
こ
う

典
穀
名
考
』
な
ど
の
著
作
を

残
す
と
と
も
に
、
江
戸
や
京
都
の

さ
ま
ざ
ま
な
文
人
た
ち
と
交
流
し

て
い
ま
す
。

　
幕
末
に
は
、
幕
府
領
中
野
代
官

所
の
金
融
に
関
与
し
、
千
曲
川
瀬

直
し
問
題
に
も
深
く
関
わ
り
ま

す
。

　
明
治
以
降
は
地
域
の
公
職
を
歴

任
し
、
1２
代
荘
左
衛
門
は
貴
族
院

議
員
・
衆
議
院
議
員
な
ど
を
務
め

ま
し
た
。

　
明
治
以
降
に
お
け
る
山
田
家
の

経
済
活
動
は
、
土
地
の
集
積
か
ら

横
浜
生
糸
貿
易
・
証
券
投
資
・
銀

行
経
営
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

（
仮
称
）山
田
家
資
料
館
の
概
要

　
平
成
２0(

２
０
０
８)

年
に

山
田
家
の
土
地
・
建
造
物
、
歴
史

資
料
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
敷
地
面
積
は
３
９
７
０
平
方
㍍

（
約
１
２
０
０
坪
）
で
、
土
蔵
な

ど
の
建
造
物
、
庭
園
、
古
文
書

（
約
１
万
４
０
０
０
点
）
を
は
じ

め
と
す
る
歴
史
資
料
を
収
蔵
し
、

市
民
に
公
開
す
る
施
設
が(

仮
称)

山
田
家
資
料
館
で
す
。

　
現
在
、
美
術
工
芸
品
、
絵
画
、

生
活
用
具
、
民
具
な
ど
に
つ
い
て

も
調
査
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
今
後
報
告
書
を
刊

行
し
て
い
く
予
定
で
す
。

家
屋
敷
　
敷
地
面
積
３
９
７
０
平

方
㍍
（
約
１
２
０
０
坪
）

建
造
物
群
　
質
蔵
・
文
庫
蔵
、隅

の
蔵
、
裏
門
、
六
間
蔵
・
二
間

蔵
、
表
門
、
母
屋
、
奥
座
敷
、
新

座
敷

庭
園
　
江
戸
時
代
後
期
の
も
の
と

思
わ
れ
ま
す

収
蔵
資
料
　

○
古
文
書
『
東
江
部
村
山
田
庄
左

衛
門
家
文
書
目
録
』
（
全
３

冊
・
１
万
３
７
８
８
点
掲
載
）

○
典
籍
類
・
美
術
工
芸
品
な
ど

※
こ
の
ほ
か
、
家
具
・
供
膳
具
・

食
器
・
衣
類
・
農
具
・
酒
造
道

具
な
ど
を
収
蔵

資
料
館
の
見
ど
こ
ろ

　
母
屋
は
昭
和
４7(

１
９
７
２)

年
に
建
て
ら
れ
、
館
内
に
収
蔵
資

料
を
展
示
す
る
展
示
室
が
あ
り
ま

す
。

　
山
田
家
の
敷
地
を
取
り
囲
む
よ

う
に
建
っ
て
い
る
土
蔵
群
は
、
い

ず
れ
も
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治

に
か
け
て
建
造
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
質
蔵
・
文
庫
蔵
は
嘉
永
元

(

１
８
４
８)

年
、
六
間
蔵
・
二
間

蔵
は
明
治
13(

１
８
８
０)

年
の
建

造
で
す
。
裏
門
は
、
か
つ
て
飯
山

城
の
城
門
で
あ
っ
た
も
の
を
移
築

し
た
と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

（仮称）山田家資料館
中野市の歴史と文化に触れる

庭園

奥座敷

新座敷
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庭
園
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
作

庭
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
庭
園
を

一
望
で
き
る
奥
座
敷
は
、
明
治
時

代
、
東
京
か
ら
大
工
が
来
て
建
て

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

利
用
案
内

所
在
地
　
中
野
市
大
字
江
部
４6
番

地
３

開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５

時休
館
日
　
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始(

1２
月
２9
日
～

１
月
３
日)

入
館
料
　
無
料

資
料
閲
覧

　
教
育
委
員
会
が
発
行
し
た
『
東

江
部
村
山
田
庄
左
衛
門
家
文
書
目

録
』(

全
３
冊)

に
掲
載
さ
れ
て

い
る
古
文
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
利
用
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
展
・
講
演
会
の
開
催

　(

仮
称)

山
田
家
資
料
館
で
は
、

特
別
展
や
講
演
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
幕
末
に
江
戸
か
ら
信

州
に
下
り
、
山
田
家
の
女
子
教
育

に
当
た
っ
た
岩い

わ

い井
貞て

い(

貞て

い

こ子)

と

い
う
女
性
の
生
涯
と
と
も
に
、
明

治
期
の
学
校
制
度
の
成
立
と
娘
た

ち
の
学
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

特
別
展

テ
ー
マ
　
激
動
の
幕
末
か
ら
明
治

を
生
き
た
女
性

期
日
　
６
月
１
日
㈯
～
30
日
㈰

※
期
間
中
は
毎
日
開
館

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場
　(

仮
称)

山
田
家
資
料
館
展

示
室

※
５
月
２7
日
㈪
～
31
日
㈮
、
７
月

１
日
㈪
～
５
日
㈮
は
展
示
替
え

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

講
演
会

テ
ー
マ
　「
女
流
歌
人
岩
井
貞
子

の
生
涯
」

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

期
日
　
６
月
２２
日
㈯

時
間
　
午
後
２
時

講
師
　
樋ひ

ぐ

ち口
和か

ず

お雄
さ
ん
（
木
島
平

村
教
育
委
員
会
文
化
財
調
査
専
門

幹
）

会
場
　(

仮
称)

山
田
家
資
料
館
六

間
蔵

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

(

仮
称)

山
田
家
資
料
館

☎
�
２
９
５
５

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

文
化
財
係
（
豊
田
支
所
内
）

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
２
）

展示室

展示品

資料館正面

六間蔵

裏門
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本
年
で
、
一
本
木
公
園
は
開
園

３０
周
年
、
な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り
は

２０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
２
０
１
３
な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り

は
、
「
時
が
咲
い
た
。
」
を
テ
ー

マ
に
、
２０
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
場
所

一
本
木
公
園

開
催
期
間

６
月
１
日
㈯
～
２３
日
㈰

入
園
時
間

午
前
８
時
３0
分
～
午
後
４
時
３0
分

入
園
料
（
開
催
協
力
金
）

大
人
３
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

団
体
２
５
０
円（
大
人
15
人
以
上
）

※
身
体
障
害
者
と
そ
の
介
助
者
１

人
は
無
料
で
す
。

※
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
１
世
帯

当
た
り
６
人
分
の
無
料
券
を
５

月
中
に
全
戸
配
付
し
ま
す
。

入
園
料
の
免
責

対
象
者　

福
祉
関
係
者
、身
体
障

害
者
団
体
お
よ
び
市
町
村
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

※
付
き
添
い
の
職
員
、
介
護
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

免
責
の
内
容　

入
園
料
（
開
催
協

力
金
）
の
免
除
と
公
園
北
側
駐
車

場
が
優
先
的
に
使
用
で
き
ま
す
。

免
責
申
請　

入
園
料
の
免
責
を
受

け
る
に
は
、
事
前
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

中
野
市
バ
ラ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

駐
車
場

　

一
本
木
公
園
に
一
般
車
両
は
駐

車
で
き
ま
せ
ん
。
臨
時
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
臨
時
駐
車
場

か
ら
公
園
ま
で
は
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

臨
時
駐
車
場

平
日　

旧
中
野
高
等
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

土
・
日
曜
日　

旧
中
野
高
等
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
山
ノ
内
町
夜
間
瀬

川
河
川
敷
（
15
日
・
1６
日
の
み
）

シ
ャ
ト
ル
バ
ス

信
州
中
野
駅
⇅
臨
時
駐
車
場
⇅
一

本
木
公
園

運
行
時
間

午
前
８
時
２0
分
～
午
後
５
時
３0
分

イ
ベ
ン
ト

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

開
会
式

期
日　

６
月
１
日
㈯

時
間　

午
後
１
時

小お

さ

な

い

山
内
健け

ん

バ
ラ
講
演
会

期
日　

６
月
８
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
３0
分
、
午
後
１

時
３0
分

な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り

２０１３

６
月
１
日
㈯
～
２３
日
㈰

８
５
０
種
２
５
０
０
株

バ
ラ
が
咲
き
誇
る
２３
日
間



平成2５年５月号7７

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

　
信
州
な
か
の

　
バ
ラ
ま
つ
り
と
名
所
め
ぐ
り

　

８
５
０
種
２
５
０
０
株
の
バ

ラ
が
咲
き
誇
る
一
本
木
公
園
や

歴
史
的
・
文
化
的
建
造
物
、
史

跡
な
ど
を
巡
り
ま
せ
ん
か
。
当

日
の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

期
間　

６
月
１
日
㈯
～
２３
日
㈰

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

コ
ー
ス　

信
州
中
野
駅
（
受

付
場
所
・
受
け
付
け
正
午
ま

で
）
→
信
州
な
か
の
観
光
協
会

（
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
）
→
中

野
市
内
散
策
→
信
州
中
野
駅

（
ゴ
ー
ル
・
受
け
付
け
午
後
４

時
ま
で
）

費
用　

現
地
で
各
自
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

企
画　

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式

会
社

申
し
込
み　

ホ
ー
ム
ペー
ジ【
駅

か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ（
会
員
カ
ー
ド

発
行
・
予
約
を
ク
リ
ッ
ク
）】

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
事
務
局

☎
０
３（
５
７
１
９
）３
７
７
７

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
観
光
係

☎
�
２
１
１
１（
内
線
２
５
９
）

信
州
な
か
の
観
光
協
会（
５
月

は
日
曜
日
休
み
。６
月
は
無
休
）

☎
�
２
２
１
１　

河か

わ

い合
伸た

か

し志
バ
ラ
講
演
会

期
日　

６
月
15
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
３0
分
、
午
後
１

時
３0
分

書
家
・
金か

な
ざ
わ澤

翔し
ょ
う
こ子

「
薔
薇
」
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

期
日　

６
月
15
日
㈯　

時
間　

午
後
２
時

ロ
ー
ズ
・
Ｊ
Ａ
Ｍ

　
　
　

～
夜
の
薔わ

た

し薇
も
美
し
い~

バ
ラ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト

期
日　

６
月
15
日
㈯　

時
間　

午
後
５
時
３0
分

出
演
者　

牧ま
き

さ
ち
こ
、
汐し

お
い
り入

規き

よ予

稲い
な
お
か岡
一か

ず

の乃

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
の
講
演
会

期
日　

６
月
２1
日
㈮

時
間　

午
後
１
時
３0
分

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
合
唱
団
コ
ン

サ
ー
ト

期
日　

６
月
２２
日
㈯

時
間　

午
後
２
時

講
習
会

　

バ
ラ
の
講
習
会
、
信
州
中
野

ロ
ー
ズ
カ
ッ
プ
・
ア
レ
ジ
メ
ン
ト

講
習
会

販
売

　

バ
ラ
苗
木
、
バ
ラ
に
関
す
る
商

品
・
飲
食
物

コ
ン
テ
ス
ト
＆
コ
ン
ク
ー
ル

　

切
り
バ
ラ
コ
ン
ク
ー
ル
、
バ
ラ

の
写
生
コ
ン
ク
ー
ル
、
フ
ォ
ト
コ

ン
ク
ー
ル
ほ
か

市
内
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

な
か
の
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
２
０
１
３

期
日　

６
月
15
日
㈯
、
1６
日
㈰

会
場　

中
野
陣
屋
前
広
場
公
園
周

辺な
か
の
花
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
３

期
日　

６
月
15
日
㈯
、
1６
日
㈰

会
場　

中
央
広
場
公
園（
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ

公
園
）

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
監
理
計
画
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
６
９
）

中
野
市
バ
ラ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

一
本
木
公
園
バ
ラ
の
会

☎
�
４
７
８
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.
ipk-rose.com/

※
バ
ラ
の
開
花
状
況
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
い
た
だ
け

ま
す
。

一
本
木
公
園
開
園
３０
周
年

な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り
２０
周
年

時
が

咲
い
た
。



８平成2５年５月号

市役所

高社中学校

信州中野駅

中野小学校

信州中野ＩＣ

交通事故多発箇所（３回以上）
地図№ 箇所名
① 国道２９２号　一本木交差点
② 国道２９２号　一本木西交差点
③ 国道２９２号　新井交差点
④ 国道２９２号　七瀬交差点

⑤ 国道４０３号　七瀬南交差点
南付近

⑥ 主要地方道中野豊野線
岩水神社入口交差点

Ｎ
平成２４年（１月～１２月）
人身事故発生状況

交通死亡事故発生箇所
地図№ 箇所名

Ⓐ
国道２９２号　壁田地籍
農業集落排水処理場
西側付近

Ⓑ 市道平岡１２号線
新井交差点北側

中野市
豊田支所

　死亡事故発生場所
　事故発生場所（１回）
　事故発生場所（２回）
　事故発生場所（３回）
　事故発生場所（４回）

江部交差点

新井交差点

長野県
北信合同庁舎

永田小学校

道の駅
ふるさと豊田 Ⓐ

Ⓑ ①

②③④

⑤

⑥

市民体育館



９ 平成2５年５月号

　
交
通
事
故
の
な
い
「
安
全
で
快

適
な
交
通
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
、
「
交
通
死
亡
事
故
抑
止
」
を

重
点
課
題
に
交
通
安
全
運
動
を
市

民
総
ぐ
る
み
で
展
開
す
る
た
め
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
す
る
中

で
、
各
種
対
策
を
強
力
に
推
進

し
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底

を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

　
　
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベル
ト
お

よ
び
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

率
が
向
上
す
る
よ
う
着
用
の
実

態
を
把
握
し
、着
用
の
徹
底
を
推

進
し
ま
す
。

○
自
転
車
安
全
利
用
の
推
進

　
　
高
校
生
を
対
象
と
し
た
、
自

転
車
安
全
利
用
の
啓
発
を
は
じ

め
、
小
学
校
ご
と
に
自
転
車
安

全
運
転
技
能
講
習
会
を
実
施

し
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
自
転

車
安
全
利
用
の
た
め
の
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
の
修
得
を
図
る
こ
と

で
、
事
故
防
止
を
推
進
し
ま

す
。

○
交
通
事
故
多
発
箇
所
の
安
全

対
策

　　
　
長
野
県
・
中
野
市
・
中
野
警

察
署
・
道
路
管
理
者
な
ど
が
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
交
通
事
故

多
発
箇
所
の
現
地
調
査
を
行

い
、
事
故
防
止
対
策
を
推
進
し

ま
す
。（
多
発
箇
所
は
右
ペ
ー

ジ
参
照
）

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
３
５
）

　
「
交
通
安
全
の
主
役
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
で
あ
る
」
と
の
認
識

を
も
っ
て
正
し
い
交
通
行
動
を
身

に
付
け
、
自
ら
進
ん
で
交
通
安
全

活
動
を
実
践
し
て
交
通
事
故
防
止

を
図
り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
快
適
な
地
域
社
会
を
つ
く
り

ま
す
。

『
信
濃
路
は

ゆ
と
り
の
笑
顔
と

　
　
ゆ
ず
り
あ
い
』

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　
高
齢
者
交
通
安
全
実
践
促
進

事
業
「
い
き
い
き
な
か
の
交
通

安
全
塾
」
や
、
単
位
老
人
ク
ラ

ブ
ご
と
に
「
高
齢
者
地
域
交
通

安
全
塾
」
を
実
施
す
る
な
ど
、

高
齢
者
の
事
故
防
止
を
推
進
し

ま
す
。

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事

故
防
止

　　
　
薄
暮
時
か
ら
夜
間
の
道
路
横

断
中
に
歩
行
者
の
重
大
事
故
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
夜

光
反
射
材
や
自
発
光
材
の
普
及

な
ど
、
事
故
防
止
を
推
進
し
ま

す
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
　
飲
酒
運
転
の
危
険
性
、
責
任

の
重
大
性
を
認
識
し
、
飲
酒
運

転
を
許
さ
な
い
気
運
の
醸
成
を

推
進
し
ま
す
。

平　成
２５年度交

通
安
全
運
動
推
進
の

基
本
方
針

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

年
間
重
点
事
項

作
成
し
ま
し
た

補
助
金
交
付
対
象
　

　
市
内
に
在
住
す
る
市
民
３
人
以

上(

代
表
者
を
含
む)

で
つ
く
る

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
３０
人
以
上
が
参

加
で
き
る
市
内
の
施
設
で
企
画
・

運
営
す
る
コ
ン
サ
ー
ト(

公
共
施

設
・
民
間
施
設
の
別
は
問
い
ま
せ

ん)対
象
期
限
　
平
成
２６
年
3
月
３１
日

ま
で

補
助
金
の
対
象
　

　
演
奏
家
へ
の
謝
礼
と
旅
費(

主

催
者
本
人
が
出
演
す
る
も
の
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん)

補
助
金
の
交
付
額
　

　
主
催
者
1
グ
ル
ー
プ
に
つ
き

5
万
円
以
内

補
助
金
交
付
の
申
請

　
補
助
金
交
付
申
請
書
に
、
次
の

書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
企
画
書

②
収
支
予
算
書

③
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る

　
書
類

※
補
助
金
交
付
決
定
を
受
け
た
場

合
は
、
事
業
完
了
後
に
「
実
績

報
告
書
」
「
実
績
調
書
」
「
収

支
精
算
書
」
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

補
助
金
交
付
対
象
　

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
構

成
す
る
団
体

対
象
期
限
　
平
成
２６
年
3
月
３１
日

ま
で

補
助
金
の
対
象
　

　
外
部
か
ら
招
い
た
講
師
の
謝
金

お
よ
び
旅
費
（
他
の
補
助
金
の
交

付
対
象
と
な
る
も
の
は
除
き
ま

す
）

補
助
金
の
交
付
額
　

　
補
助
対
象
経
費
の
４
分
の
３
以

内
（
限
度
額
5
万
円
）

補
助
金
交
付
の
申
請

　
補
助
金
交
付
申
請
書
に
、
次
の

書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
企
画
書

②
収
支
予
算
書

③
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る

　
書
類

※
補
助
金
交
付
決
定
を
受
け
た
場

合
は
、
事
業
完
了
後
に
「
実
績

報
告
書
」
「
実
績
調
書
」
「
収

支
決
算
書
」
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４
）

文
化
芸
術
活
動
に
対
し
助
成
し
て
い
ま
す

中
野
市
と
き
め
き
手
づ

く
り
コ
ン
サ
ー
ト
補
助
金

中
野
市
文
化
芸
術
事
業

補
助
金

を

交
通
安
全
運
動
推
進
計
画



平成2５年5月号 １０

募
集
期
限
　
５
月
３１
日
㈮

出
店
資
格
　
市
内
に
本
支
店
を
置

く
企
業
、
店
舗
な
ど

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
出
演
者
募
集

　
踊
り
開
始
前
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
実
施
し
ま
す
。
ダ
ン
ス
な
ど

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
祭
り
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
出
演
者

を
募
集
し
ま
す
。

時
間
　
午
後
４
時
０５
分
か
ら
４
時

５０
分
（
予
定
）

場
所
　
中
野
陣
屋
前
広
場
公
園
ス

テ
ー
ジ

募
集
期
限
　
５
月
３１
日
㈮

そ
の
他
　
応
募
要
件
な
ど
詳
し
く

は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
企
業
ブ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー

出
店
お
よ
び
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
出

演
は
、
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
募

集
期
限
前
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://www.

city.nakano.nagano.jp/

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
推
進
会

事
務
局（
商
工
観
光
課
観
光
係
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）

　
「
中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
」
が
、
７
月
2７
日
㈯
に
市
街
地

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
祭
り
は
、
市
民
総
参
加
の
夏
祭
り
で
、

皆
さ
ん
が
主
役
と
な
る
最
大
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
開
催
回
数
も
通

算
で
４０
回
を
数
え
、
県
内
で
も
歴
史
あ
る
市
民
祭
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
。

　
中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
推
進
会
で
は
、
参
加
連
・
企
業

ブ
ー
ス
の
出
店
者
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
出
演
者
を
募
集
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
を
誘
っ
て
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
連
募
集

　
踊
り
連
コ
ン
テ
ス
ト
・
仮
装
連

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
入
賞
し

た
連
に
は
そ
れ
ぞ
れ
賞
金
が
贈
ら

れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時
間
　
午
後
６
時
　
踊
り
開
始

場
所
　
市
街
地

募
集
期
限
　
５
月
３１
日
㈮

企
業
ブ
ー
ス
出
店
者
募
集

　
昨
年
も
ご
好
評
を
い
た
だ
い
た

企
業
ブ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
。

　
今
年
も
ご
出
店
い
た
だ
け
る
企

業
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

時
間
　
午
後
４
時
か
ら
８
時
３０
分

（
予
定
）

場
所
　
中
野
陣
屋
前
広
場
公
園

　
新
緑
の
美
し
い
時
期
と
な
る
６

月
２
日
㈰
、
第
９
回
斑
尾
ふ
る
さ

と
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
緑
豊
か
な
広
い
大
地
で
、
自
然

と
特
産
物
に
親
し
み
、
イ
ベ
ン
ト

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
６
月
２
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時
３０
分
か
ら

会
場
　
ま
だ
ら
お
の
湯
周
辺

※
当
日
は
駐
車
場
を
指
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
道
路
、
そ
の
他
ス

ペ
ー
ス
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

内
容

○
自
然
観
察
会

○
地
元
農
産
物
や
特
産
品
の
販
売

○
野
菜
と
キ
ノ
コ
が
た
っ
ぷ
り

入
っ
た
味
噌
汁
な
ど
の
提
供

○
餅
つ
き
な
ど
の
各
種
体
験
コ
ー

ナ
ー

○
魚
の
つ
か
み
ど
り

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン(

和
太
鼓
演

奏
な
ど)

そ
の
他
　
斑
尾
登
山
を
別
途
予
定

し
て
い
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
、
市
役
所
、

中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
開
催

豊
田
支
所
、
豊
田
公
民
館
な
ど
で

配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
、
新
聞

折
り
込
み
や
音
声
告
知
放
送
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
催
　

斑
尾
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

斑
尾
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
豊
田
支
所
地
域
振
興
課

振
興
係
内
）

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

７／２７
㈯

６／２
㈰
斑
尾
ふ
る
さ
と
祭
り
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番号 講　　座　　名 番号 講　　座　　名 番号 講　　座　　名
１ もしものときに備えて 21 健全な青少年の育成 41 防火講話
２ 情報公開と個人情報の保護 22 ごみと資源物の正しい分け方 42 教育委員会の仕事
３ これはどこの課へいけばいいの？ 2３ 中野市の文化芸術活動 4３ 学ぶための援助制度
４ 広報紙の作り方 24 スポーツで育む豊かな時間 44 学校給食と子どもの健康
5 認可地縁団体について 2５ 交通事故ゼロをめざそう 4５ 生涯学習って何だろう？
６ 中野市の行政改革 26 悪質商法・振り込め詐欺にあわないために

46 子どもたちに本の楽しさを
７ 中野市の統計 47 中野市の文化財
８ 中野市総合計画 27 差別のない明るいまちづくり 48 中野市をもっと知ろう
９ 中野市地域情報化計画 28 男女共同参画について 49 公民館の仕事と分館活動
1０ 中野市の台所状況 29 中野市の農業の概要 ５０ 図書館のしごと
11 市税のあらまし ３０ 森林のもつ役割について ５1 子どもと楽しむ読み聞かせ
12 いつまでも健康でいたい ３1 観光施設と観光宣伝 ５2 議会の仕組みと役割
1３ 子どもの健康づくり ３2 中心市街地のまちづくり ５３ 農地の売買・賃借はどうすればいいの14 介護保険制度について ３３ 中野市内の道路と河川
1５ 高齢者のための保健福祉サービス ３4 中野市の公園づくり ５4 農業者のための年金制度について16 はじめましょう！介護予防守りましょう！自分の権利

３５ 中野市の街路事業
３6 うるおいのあるまち並み景観づくり ５５ 農家の家族経営協定とは

17 国民健康保険の仕組み ３7 花のまちづくり ５6 選挙制度と選挙管理委員会の仕事18 障害のある方への総合支援 ３8 下水道のあらまし
19 後期高齢者医療制度のしくみ ３9 水道事業について ５7 監査委員の役割
2０ 子育て支援 4０ 普通救命講習会 ５8 固定資産評価審査委員会の役割

　中野まなびぃ塾は、市が行っている仕事を講座の
メニューとして、市民の皆さんが｢知りたい、聞き
たい｣講座を選んでいただき、市の職員が講師と
なって皆さんの地域に出向き、お話しするものです。
　全５8メニューで申し込みをお待ちしています。
　お気軽にご利用ください。

講師料　無料
開催要件　市民の方で５人以上の参加者がいること
問い合わせ先・申し込み先
教育委員会事務局生涯学習課生涯学習推進係
(豊田支所内)☎(３８)３１１２(内線５４３)
メールアドレス　ｓhogai＠city.nakano.nagano.jp

中野まなびぃ塾 ～市が行っている仕事について学んでみませんか～

作　業　名（※運転者・燃料付） 単　位 金　額 付　　記

水田作業

田植え １時間 770 円 
一般作業 １時間 740 円

動力耕転
作　　業

耕起 10a 8,630 円 
あぜこし料　
圃場１枚当たり
300 円

代かき（一度） 10a  9,830 円
代かき（二度）荒代 10a 7,200 円
代かき（二度）植代 10a 7,550 円

農　機　具

田植機※ 10a 8,010 円 植付けのみ
バインダー※ 10a 11,000 円 結束ひも付
ハーベスター※ 10a 11,250 円 ハゼカケもの基準
自脱コンバイン※ 10a 20,780 円

畑 作 業 動力耕転作業 10a 6,610 円
一般作業 １時間 740 円 アスパラガス、その他

果樹作業

剪定 １時間 1,380 円
摘花・果 １時間 740 円
袋掛け １時間 740 円
一般作業 １時間 740 円 
ＳＳ防除作業※ 10a 成木１回 4,250 円 薬剤・補助者別途
バ ッ ク
ホ ー ※

 １５ ＰＳ以上 １時間 5,780 円 運搬料別途
 １５ ＰＳ未満 １時間 5,160 円 運搬料別途

肥料散布作業（マニアスプレッター） 10a 1,140 円 本機貸し出し
3,330 円 運転者・燃料付

菌茸作業 長野労働局の定めによる

　
Ｊ
Ａ
中
野
市
・
Ｊ
Ａ
北
信
州
み

ゆ
き
南
部
支
所
・
中
野
市
農
業
委

員
会
に
お
い
て
、
農
作
業
標
準
労

賃
お
よ
び
機
械
作
業
標
準
料
金
を

決
定
し
ま
し
た
。
作
業
料
金
は
、

圃ほ
じ
ょ
う場

条
件
、
作
業
条
件
を
考
慮
し

て
増
減
で
き
ま
す
。
ま
た
、
領
収

書
は
必
ず
発
行
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
８
）

平
成
2５
年
度

農
作
業
標
準
労
賃
・
機
械
作
業
標
準
料
金
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市
で
は
、
水
辺
・
里
山
の
保
全

や
居
住
地
域
の
緑
化
を
図
り
、
暮

ら
し
の
中
で
自
然
と
触
れ
合
え
る

「
自
然
を
守
る
活
動
」

地
域
や
職
場
の
仲
間
と

施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
協
働
作
業

に
よ
る
自
然
環
境
の
保
全
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
市
民
、
市
内
の
事
業
者

支
援
内
容
　
環
境
保
全
活
動
な
ど

を
行
う
際
に
必
要
な
原
材
料
の
一

部
を
支
給
し
た
り
、
重
機
の
借
り

上
げ
を
支
援
し
ま
す
。

支
援
事
例

◎
地
域
で
管
理
す
る
花
壇
や
遊
歩

道
な
ど
が
、
雨
や
雪
、
老
朽
化

に
よ
り
破
損
し
た
際
の
補
修

◎
自
然
環
境
に
親
し
み
や
す
く
す

る
た
め
の
水
辺
や
里
山
な
ど
、

住
民
の
憩
い
の
場
の
整
備

◎
ぬ
か
る
ん
で
歩
き
に
く
い
遊
歩

道
へ
の
木
製
チ
ッ
プ
敷
き
詰
め

◎
野
鳥
や
ホ
タ
ル
な
ど
の
飛
び
交

う
自
然
を
取
り
戻
す
た
め
、
協

働
作
業
に
よ
る
自
然
環
境
回
復

◎
人
力
で
は
困
難
な
作
業
に
対
す

る
重
機
の
借
り
上
げ

※
公
益
的
な
活
動
を
対
象
と
し
、

特
定
の
個
人
や
事
業
者
の
利
益

を
目
的
に
し
た
も
の
は
対
象
外

で
す
。
予
算
が
な
く
な
り
次
第

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
環
境
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

▲木製チップを敷いた遊歩道

始
め
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
多

様
化
に
よ
り
、
よ
り
効
率
的
な
行

政
の
推
進
を
図
る
た
め
、
中
野
市

行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
意
見
を
取
り
入
れ
推

進
し
て
い
く
た
め
、
現
委
員
の
任

期
終
了
に
伴
い
、
次
期
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
若
干
名

応
募
資
格
　
次
の
項
目
の
全
て
に

該
当
す
る
方

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
満
２０
歳
以
上
の
方

・
平
日
、
昼
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
方

募
集
期
限
　
５
月
２２
日
㈬

委
員
任
期
　
委
嘱
日
～
１
年
間

※
任
期
中
、
数
回
の
会
議
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

報
酬
　
あ
り

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙

（
任
意
用
紙
で
も
可
）
に
申
し
込

み
理
由
や
公
共
施
設
に
つ
い
て
の

考
え
な
ど
を
４
０
０
字
以
内
に
ま

と
め
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
な

ど
を
明
記
の
上
、
政
策
情
報
課
へ

直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に

よ
り
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

決
定
方
法
　
書
類
選
考
の
上
、
結

果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

政
策
情
報
課
行
政
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
１
）

Ｅ
メ
ー
ル
　gyosei@city.

nakano.nagano.jp

中
野
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員

募集

　
現
在
の
市
庁
舎
お
よ
び
市
民
会

館
は
、
築
4０
年
を
超
え
、
耐
震
性

能
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
中
で
、
過

去
に
も
整
備
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
、

こ
れ
ら
の
立
地
適
地
な
ど
を
調
査

し
、
予
想
さ
れ
る
災
害
に
備
え
て

整
備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
建
物
の
構
造
上
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
実
現
が
困
難
で
あ

る
こ
と
や
、
施
設
機
能
の
低
下
が

著
し
い
こ
と
な
ど
、
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幅
広

く
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
調
査
の
内
容
を

検
討
し
て
い
た
だ
く
検
討
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
若
干
名

応
募
資
格
　
平
成
２5
年
５
月
１
日

現
在
で
、
次
の
項
目
の
全
て
に
該

当
す
る
方

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
満
２０
歳
以
上
の
方

・
平
日
、
昼
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
方

募
集
期
限
　
５
月
２２
日
㈬

委
員
任
期
　
委
嘱
日
～
平
成
２5
年

１２
月
２８
日

※
市
内
に
住
所
を
有
し
な
く
な
っ

た
と
き
は
、
委
員
と
し
て
の
資

格
を
失
い
ま
す
。

※
任
期
中
、
数
回
の
会
議
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

※
報
酬
は
無
償
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法
　
市
役
所
、
豊
田
支
所

で
配
布
し
て
い
る
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
政
策
情
報

課
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
に
よ
り
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
用
紙
は
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.nakano.
nagano.jp/

決
定
方
法
　
書
類
選
考
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３
―
８
６
１
４
（
住
所
記

載
不
要
）

政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

フ
ァ
ク
ス
�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ル
　seisaku@city.

nakano.nagano.jp

検
討
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

中
野
市
公
共
拠
点
施
設
立
地
に
係
る
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～みんなで楽しみながら健康な体をつくりましょう～

介護予防講座（さんさん講座）
 平成２5年度

問い合わせ・申し込み先
高齢者支援課長寿福祉係（中野保健センター内）　☎（２２）２１１１（内線２４３）

❶らくらく体操　（全５回）

　イスやマットに座りながら体操をします。
　男性・女性問わず、ご参加お待ちしています。

期　日　  ６月１２日、６月１９日、６月２６日、
　　　　　　　７月３日、７月１０日
　　　　（いずれも水曜日）
時　間　  午後３時～４時
会　場　  中野保健センター
講　師　  ながでんハートネット駅前健康ぷらざ
　　　　　健康運動指導士  塚

つ か だ

田和
か ず き

樹さん
対象者　  ６5歳以上の方
定　員　  １5人
参加費　　無料
持ち物　  水分補給するための飲み物、汗拭き
　　　　　タオル

❸絵手紙を作ろう！（全４回）

　絵手紙を描きませんか？
　楽しく絵手紙を習います。誰でも簡単に取
り組めます。お友達やご家族に絵手紙を出し
ませんか。
　すてきな絵手紙を楽しく描きましょう！

期　日     ６月４日、６月１８日、６月２5日、
　　　　　７月２日（いずれも火曜日）
時　間　　午前１０時～正午
会　場　　さんさん館
講　師　　市

い ち か わ

川典
の り こ

子さん
対象者　　６5歳以上の方
定　員　　１5人
持ち物　　初めての方には、初回のみ道具をお
　　　　　貸しします。経験者は自分の道具
　　　　　を一式お持ちください。
その他     はがき代として１００円の実費が必要    
　　　　　です。

　食べることは健康な体づくりの源です。
　これからもいきいき自立した生活が送れるよ
うに、みんなで料理を楽しみながら、高齢期の
食生活のポイントを学びます。

期　日　 ６月１０日、６月２4日、７月８日
　　　　 （いずれも月曜日）
時　間　 午前１０時～午後１時
会　場　 中野保健センター
講　師　 高齢者支援課管理栄養士
対象者　 ６5歳以上の方
定　員　 １０人
その他　 １回につき 4００ 円の実費が必要です。

❷いきいきシニア料理塾（全３回）
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平成 ２５ 年度　春号
中野市教育委員会
平成 ２５ 年５月発行

（ 題字　中野平中学校３年生　畔上　葵紗さん ）

１　平成 ２５ 年度重点施策、本年度の主な教育予算
２　新しい校長先生の紹介、小学校入学児童保護者の皆さんへ教育を拓

ひ ら

く知恵

４
月
１
日
、
小
嶋
隆
徳
教
育
長
が
就
任

　
本
教
育
施
策
５
つ
の
重
点
と
教
育
予
算
総
額
17
億
３
千
万
円
（
前

年
比
７
・
５
㌫
増
）
が
決
ま
り
、
平
成
２５
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
市
内
小
中
学
校
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取

り
組
む
ほ
か
、
昨
年
度
か
ら
「
小

中
連
携
教
育
」（
中
野
市
教
育
力

向
上
プ
ラ
ン
）
に
取
り
組
み
、
家

庭
や
地
域
、
学
校
の
教
育
力
向
上

を
目
指
す
教
育
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
取
り
組
み
の
一
つ
に
、

家
庭
・
小
中
高
校
が
連
携
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
あ
り
、
将
来
の

夢
や
社
会
的
自
立
を
育
む
教
育
に

連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
更
に
、
中
学
校
区
ご
と
の
「
家

庭
学
習
」「
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
＋

「
小
中
連
携
教
育
」の
推
進

（
プ
ラ
ス
）
ワ
ン
運
動
」「
体
力

づ
く
り
」
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、

家
庭
や
地
域
へ
情
報
を
発
信
し
た

り
、
問
題
提
起
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
長
野
県
の
社
会
教
育
施
設
は
、

公
民
館
数
全
国
１
位
、
博
物
館
数

▲新１年生の集団下校（中野小）

　
安
心
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
は

基
本
原
則
で
す
。い
じ
め
や
体
罰
、

セ
ク
ハ
ラ
等
の
違
法
行
為
の
根
絶

は
、最
優
先
課
題
の
一
つ
と
し
て
、

各
学
校
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
の
９
月
に
立
ち
上
が
っ
た

「
中
野
市
小
学
校
及
び
中
学
校
適

正
規
模
等
審
議
会
」
は
、
来
年
の

９
月
ま
で
の
答
申
を
目
指
し
て
、

本
格
的
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
審
議
会
は
傍
聴
で
き
る
ほ
か
、

審
議
の
内
容
に
つ
い
て
教
育
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

学
ぶ
「
ち
か
ら
」
の
育
成

　
今
年
度
は
中
学
３
年
生
ま
で
の

3５
人
学
級
が
実
現
し
（
県
教
委
の

施
策
）、
市
内
1５
小
中
学
校
に
１

名
以
上
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員

の
配
置
事
業
と
と
も
に
、
き
め
細

か
な
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
　
　

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
が
求
め
る
学

力
は
、「
基
礎
・
基
本
の
定
着
」「
習

得
し
た
知
識
・
技
能
の
活
用
」「
主

体
的
な
探
求
心
」
で
す
。
こ
の
視

点
に
立
っ
た
授
業
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
全
国
一
斉
の
学
力
調
査

を
実
施
し
、
本
市
の
子
ど
も
た
ち

の
学
力
や
生
活
意
識
調
査
の
分
析

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

学
習
機
会
の
提
供

安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り

１　「生きる力」を育む学校教育
　・特別支援教育支援員配置事業 ４，1６８ 万円
　・Ｑ－Ｕ検査事業 1９7 万円
　・キャリア教育講演会事業 1５ 万円
　・夢の教室開催事業 ２０ 万円
２　学びふれあう生涯学習社会のまちづくり
　・高遠山古墳保存事業 1，０００ 万円
　・山田家資料館総合調査事業 3４９ 万円
　・柳沢遺跡出土品収蔵展示事業 1６1 万円
　・図書館開館時間延長試行事業 1０４ 万円
３　信頼される教育環境の推進
　・要保護、準要保護児童生徒就
　　学援助事業 3，８０９ 万円

　・中央公民館耐震補強事業 ５，４８1 万円
　・小中学校耐震工事、校庭整備 1２，６０3 万円
　・小中学校熱中症対策事業 1，０1８ 万円
　・小中学校ＡＥＤ収納箱設置事業 ２２５ 万円

少
子
化
時
代
の
学
校
教
育

　
ま
た
、
猛
暑
対
策
と
し
て
の
ミ

ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
や
音
楽
室
・
図
書

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
各
学
校

や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
通

学
路
の
安
全
点
検
・
対
策
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

同
２
位
、
図
書
館
数
同
６
位
（
平

成
２3
年
度
調
査
）
と
恵
ま
れ
た
環

境
に
あ
り
、
今
後
も
多
様
な
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
魅
力
的
な
講

座
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
柳
沢
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
貴
重
な
銅ど

う

か戈
・
銅ど

う
た
く鐸

は
、
す
ば

ら
し
い
学
習
材
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
本
年
度
中
に
市
立
博
物
館
で

展
示
公
開
す
る
予
定
で
す
。

本年度の主な教育予算
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７月 ６月 ５月　

９
日　

第
２
回
教
頭
会

　

１０
日　

長
野
県
市
町
村
教

　　
　
　

育
委
員
会
連
絡
協

　　
　
　

議
会

　

１2
日　
（
前
期
）長
野
県
都

　　
　
　

市
教
育
長
協
議
会

　

2３
日　

県
教
委
と
市
町
村

　　
　
　

教
委
の
連
絡
会

　

下
旬　

定
例
教
育
委
員
会

　

2６
日　

第
３
回
校
長
会

　

下
旬　

定
例
教
育
委
員
会

　

１３
日　

臨
時
教
育
委
員
会

　

１５
日　

第
２
回
校
長
会

　

１６
日　

小
学
校
及
び
中
学

　　
　
　

校
適
正
規
模
等
審

　　
　
　

議
会

　

2３
日　

定
例
教
育
委
員
会

　

３１
日　

関
東
甲
信
越
静
市

　　
　
　

町
村
教
育
委
員
会

　　
　
　

連
合
会
総
会

　

５
月
中
旬
～
１０
月
中
旬　

　
　
　
　

学
校
訪
問

教
育
委
員
会
の
主
な
活
動

　
お
子
さ
ん
の
自
立
心
を
育
て
る

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
接
し
方
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
自
分
で
考
え
て
判
断
さ
せ
る

（
あ
な
た
は
ど
う
し
た
い
の
？

ど
う
思
う
の
？
）

○
自
分
で
行
動
さ
せ
る
（
ま
ず

や
っ
て
ご
ら
ん
。
自
分
か
ら
言

い
な
さ
い
）

○
努
力
を
認
め
る
（
よ
く
考
え
て

や
っ
た
ね
）

　
こ
の
流
れ
が
新
た
な
意
欲
付
け

に
な
り
ま
す
。

　
次
に
、
自
由
と
わ
が
ま
ま
の
け

じ
め
が
つ
く
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
学
校
と
い
う
集
団
の

中
で
、
大
勢
の
人
間
が
気
持
ち
よ

く
生
活
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
能
力
を

伸
ば
し
て
い
く
に
は
、「
自
分
さ

え
よ
け
れ
ば
」
と
い
う
自
己
中
心

的
な
言
動
を
、「
周
り
の
人
の
迷

惑
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
嫌
な
思

い
を
さ
せ
て
い
な
い
か
」
と
い
う

視
点
で
見
つ
め
直
し
、
行
動
し
て

い
け
る
よ
う
に
教
え
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

　
入
学
し
て
す
で
に
一
カ
月
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
で
、
一
人
ひ
と
り
の
児

童
が
の
び
の
び
と
自
分
の
力
を
伸

ば
し
な
が
ら
、
楽
し
く
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

　

　
　
倭
小
学
校
長　

市
川
和
明

小
学
校
入
学
児
童
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

～
の
び
の
び
と
自
分
の
力
を
伸
ば
す
１
年
生
を
目
指
し
て
～

学校名 入学者数 増減
（前年度比）

中 野 小 学 校 13９ －１
日 野 小 学 校 11 －６
延 徳 小 学 校 ２８ ＋２
高 丘 小 学 校 3０ －５
平 野 小 学 校 ９０ ＋ 1６
長 丘 小 学 校 11 －１
平 岡 小 学 校 ４４ ＋ 1２
科 野 小 学 校 13 ＋１
倭 小 学 校 ９ ０
豊 井 小 学 校 ２４ ＋ 13
永 田 小 学 校 ６ －６
（小学校　合計） ４０５ ＋ ２５
南 宮 中 学 校 ２1２ － 1４
中野平中学校 1２２ ＋１
高 社 中 学 校 ９7 ０
豊 田 中 学 校 3９ ０
（中学校　合計） ４7０ － 13

総合計 ８7５ ＋ 1２

平成 2５ 年度入学児童生徒数
（人）

高社中学校長
池田清栄

科野小学校長
阿部恵子

長丘小学校長
若松享観

高丘小学校長
嶋田伸次

延徳小学校長
原隆文

○
延
徳
小
学
校

　
退
職
　
馬
場
敬

　
転
任
　
原
隆
文
（
佐
久
市
立
野

　
　
　
　
沢
小
学
校
）

（
　
）
前
任
校
ま
た
は
赴
任
校

新
し
い
校
長
先
生
の
紹
介

○
高
丘
小
学
校

　
退
職
　
川
久
保
あ
け
み

　
転
任
　
嶋
田
伸
次
（
長
和
町
立

　
　
　
　
和
田
中
学
校
）

○
長
丘
小
学
校

　
転
任
　
山
崎
一
男
（
千
曲
市
立

　
　
　
　
更
級
小
学
校
）

　
新
任
　
若
松
享
観
（
中
野
市
立

　
　
　
　
高
丘
小
学
校
）

○
科
野
小
学
校

　
退
職
　
寺
島
正
友

　
転
任
　
阿
部
恵
子
（
諏
訪
市
立

　
　
　
　
四
賀
小
学
校
）

○
高
社
中
学
校

　
退
職
　
湯
本
明
雄

　
転
任
　
池
田
清
栄
（
小
諸
市
立

　
　
　
　
東
小
学
校
）
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　取引や証明などに使用する計量器（はかり）
は、使用中の精度を確認するために、２年に１
回、定期検査を受けることが計量法で義務付け
られています。
　検査を受けずに「取引」および「証明」行為
に使用し続けると、計量法違反になりますの
で、ご注意ください。
　本年は、豊田地域を対象に検査が行われます
ので、対象となる方は忘れずに受けましょう。
なお、検査には手数料が必要となります。ま
た、中野地域は来年実施予定です。
　分銅・おもりがある場合には、はかりと一緒
に検査会場へお持ちください。はかりが大き
い、はかりを多数所有しているなど、定期検査
会場にはかりを持ち込めない場合は、「計量

問い合わせ先
商工観光課商工係
☎（２２）２１１１（内線２７２）
長野県計量検定所検定・検査課
☎０２６３（４７）４００６

士による検査」を受ける
と定期検査が免除されま
す。
期日　６月３日㈪
時間　①午前１０時３０分～　　
　　　　正午
　　　②午後１時～３時
会場　豊田文化センター

▲特定計量器
（写真はイメージ）

はかりの定期検査を受けましょう

測定場所 測定
回数

測定値 （μ Sｖ／ｈ）

最少値～最大値

市役所（駐車場） 12 0.04 ～ 0.05

豊田支所（駐車場） 12 0.04 ～ 0.06

保育園、幼稚園
（市内 14 箇所：園庭） 3 0.03 ～ 0.09

小学校
（市内 11 箇所：グラウンド） 3 0.03 ～ 0.08

中学校
（市内４箇所：グラウンド） 3 0.05 ～ 0.08

東山クリーンセンター
（入口、灰出し場） 3 0.06 ～ 0.07

大俣最終処分場
（入口、焼却灰埋め立て
場所、放流口）

3 0.04 ～ 0.07

硲地区民間最終処分場
（場内、境界４地点） 5 0.04 ～ 0.06

※平常値の範囲内で推移しています。

空間放射線量測定結果

問い合わせ先
環境課環境係
☎（２２）２１１１（内線２４７）

　国際放射線防護委員会（ICRP）が2００８年に示した勧
告では、自然放射線および医療目的の放射線を除き、「一
般公衆」が１年間に浴びてもよい被ばく限度量は１mSv（ミ
リシーベルト）/年とされています。１時間当たりの数値（測
定値の単位）に換算すると、「0.19μSv（マイクロシーベル
ト）/時間」となります。

平成２５年１月～３月　市内の

投
票
に
行
こ
う

　
任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
が
、
本
年
の
夏
に
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
行
わ
れ
た
２
つ
の
選
挙
で

は
、
い
ず
れ
も
前
回
選
挙
よ
り
、

投
票
率
が
低
下
し
ま
し
た
。

○
中
野
市
長
選
挙

　

4６
・
７2
％（
前
回　

55
・
34
％
）

○
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　

55
・
1６
％（
前
回　

７3･

７8
％
）

　
投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い

場
合
で
も
、
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
期
日
前
投
票
制
度

　
投
票
日
前
で
あ
っ
て
も
投
票
が

で
き
ま
す
。

▼
不
在
者
投
票
制
度

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
市
外
に
滞

在
し
て
い
て
も
滞
在
先
で
投
票

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
指
定
病
院
、
指
定
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
さ
れ

て
い
る
方
は
そ
の
施
設
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
所
（
４
カ
所
）

・
中
野
市
役
所

・
中
野
市
豊
田
支
所

・
中
野
市
北
部
公
民
館

・
中
野
市
西
部
公
民
館

※
ど
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票

で
き
ま
す
。
投
票
日
に
行
け
な

い
場
合
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

～一票
の
力
を
信
じ
よ
う
～

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
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　子育て支援センターでは、毎月楽しい行事を行って
います。お気軽にお出掛けください。

５・６月の行事予定
子育て支援センター

※この他にもさまざまな行事を行っています。詳しくは、
各子育て支援センターへお問い合わせください。

　
　

子
ど
も
が
数
回

吐
き
、
下
痢
も
し
て
い
ま
す
。
食

中
毒
で
し
ょ
う
か
。

　

　
食
中
毒
は
、
下
痢
や
嘔お

う

と吐
の

症
状
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
症
状

が
続
く
と
体
内
の
ミ
ネ
ラ
ル
と
水

分
を
失
い
ま
す
の
で
、
小
ま
め
に

水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
激
し
い
下
痢
や
一
日
１０

回
以
上
の
嘔
吐
、
発
熱
な
ど
の
症

状
が
伴
う
場
合
は
、
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

電
話
医
療
相
談
所　

☎
�
０
３
０
０

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
１０
時
ま
で

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・
１2
月
３０
日
～
１
月
３
日
は
除
く

医
療
に
関
す
る
相
談
に
電
話
で
お
答
え
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は
電
話
医
療
相
談
所
で
す

Ｑ

Ａ食
中
毒
を
予
防
す
る
に
は
？

○
食
中
毒
菌
を
食
材
に
付
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
　

手
に
付
い
た
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
は
水
で
洗
う
だ
け
で
は
取
り

除
け
ま
せ
ん
。
指
の
間
や
爪
の

中
、
手
首
ま
で
、
せ
っ
け
ん
を

使
い
、
丁
寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
ま
た
、
ト
イ
レ
の
ド
ア
ノ

ブ
・
便
器
な
ど
は
、
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
な
ど
で
消
毒
し
、
嘔

吐
物
や
排
せ
つ
物
の
処
理
を
す

る
と
き
は
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど
を

問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推
進
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

北
信
総
合
病
院
医
療
安
全
管
理
室

☎
�
２
１
５
１
（
内
線
５
５
２
２
）

使
い
、
直
接
手
で
触
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
食
材
な
ど
は
十
分
加
熱
し
ま

し
ょ
う

　
　
８５
度
以
上
で
１
分
以
上
の
加

熱
が
有
効
で
す
。

○
食
中
毒
菌
を
増
や
さ
な
い
こ
と

が
大
切
で
す

　
　
一
般
に
食
中
毒
菌
は
、
室
温

が
１０
度
～
4０
度
の
間
で
増
殖
し

ま
す
。
冷
蔵
庫
で
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
食
品
は
、
必
ず

冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　
食
中
毒
は
気
温
と
湿
度
の
上
が

る
梅
雨
か
ら
夏
場
に
多
く
発
生
し

ま
す
が
、
近
年
で
は
暖
房
器
具
の

使
用
な
ど
か
ら
、
１
年
を
通
し
て

注
意
が
必
要
で
す
。

 

し
ま
し
た
。

　
懇
談
の
中
で
、
市
場
関
係
者
か

ら
は
、
首
都
圏
へ
の
出
荷
量
が
少

な
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
要
請

を
強
く
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

の
生
産
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
差
別
化
が

必
要
で
あ
る
と
の
お
話
し
も
あ
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
、

農
家
の
収
入
を
少
し
で
も
増
や
し

た
い
と
い
う
生
産
地
の
強
い
思
い

を
取
引
先
に
対
し
て
伝
え
る
だ
け

で
な
く
、
農
産
物
を
は
じ
め
、
バ

ラ
ま
つ
り
な
ど
、
観
光
面
ま
で
含

め
た
中
野
市
の
総
合
的
な
Ｐ
Ｒ

を
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

首
都
圏
で
農
産
物
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
実
施
！

　　
４
月
５
日
、
中
野
市
産
農
産

物
の
大
口
需
要
者
で
あ
る
首
都

圏
の
主
要
取
引
先
に
対
し
て
、

市
長
、
市
議
会
議
長
お
よ
び
Ｊ

Ａ
中
野
市
代
表
理
事
組
合
長
に

よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施

▲市場関係者との懇談会の様子

問い合わせ先
さくらんぼ　　☎（２２）６６２２　㊡日・月・祝日
りんごっこ　　☎（２２）２２５９　㊡日・火・祝日
うさぎっ子　　☎（３８）３０１２　㊡日・水・祝日
ひよこ保育園   ☎（２２）６２９２　㊡土・日・祝日

施 設 名 日　時 行　事

北部子育て
支援センター
（さくらんぼ）

５月21日㈫
午前11時～

「お父さんの読み聞かせ」
「男組」によるお話

５月30日㈭
午前11時～

「お母さんの読み聞かせ」
楽しい絵本と遊び

中央子育て
支援センター
（りんごっこ）

5月1７日㈮
午前10時30分～

「北公園で遊ぼう」
※現地集合

６月14日㈮
午後２時～

「リトミックで楽しもう！」
小
こ ば や し

林寿
す み

美さん

豊田子育て
支援センター
（うさぎっ子）

５月21日㈫
午前10時30分～

「くるくるパラシュートで遊
ぼう」※西部公民館集合

６月11日㈫
午前10時30分～「楽しい交通安全教室」

ひよこ保育園
子育て支援
セ ン タ ー

５月1７日㈮
午前９時30分～

「おにぎりの日」
おにぎりを持って出かけます

５月24日㈮
午前９時30分～「食事･離乳食講座」
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新規就職者激励大会

▲新社会人としてスタートを切った皆さん
　4月９日、中央公民館において、4月から新たに市内
の事業所に就職された約80人を対象に、市と商工会議所
主催による新規就職者激励大会を開催しました。
　式典では、池田市長のほか来賓の皆さんから激励の
言葉が贈られ、第２部講演会では、長野市出身のシン
ガー・ソングライター清

し み ず

水まなぶさんが、自身の体験談
とともに、祖父の戦争体験をつづった歌を交え、働く幸
せを感じてほしいと激励しました。

　4月１１日、市役所南の県道中野小布施線において、中
野市交通安全議員団による啓発活動が行われました。
　当日は、街頭指導所を設置し、８人の議員団の皆さん
をはじめ、市議会議長、副議長、中野警察署長、同署交
通課長らが、行き交う車を一台ずつ止めて、チラシなど
を配布し交通安全運動の重点項目であるシートベルトの
全席着用や、横断中・歩行中の歩行者に対する交通事故
防止などを運転者に呼び掛けました。

春の交通安全議員団啓発活動

▲安全運転を呼び掛ける議員団の皆さん

緑化苗木頒布会

▲大勢の皆さんが苗木を受け取りました
　市民の緑化活動の推進と、緑豊かな住みよい郷土の建
設、森林愛護思想の普及啓発を図るため、4月2１日、浜
津ヶ池公園駐車場と一本木公園において緑化苗木頒布会
が行われました。当日は季節外れの降雪の中、約６00人
の皆さんが訪れ、レンゲツツジやブルーベリーなど１６種
類、６00本の苗木が無償頒布されました。また、会場では
頒布会に併せて「緑の募金」が行われました。
           （写真：浜津ヶ池公園駐車場）



　４月２２日、中山晋平先生生誕地記念碑保存会の主催
による中山晋平生誕祭が、生誕地記念碑前で開催され
ました。当日は、参加者による拝礼が行われたほか、
みなみ保育園の園児や日野小学校児童、出席者全員に
よる献歌が行われ、中山晋平生誕1２６年を祝いました。
　式典後は、中山晋平記念館前において園児たちが元
気にシャボン玉を飛ばしました。
　　　　（写真：日野小学校児童による献歌の様子）

街の話題やイベントを紹介します

平成25年5月号19

表紙の説明

中山晋平生誕祭

わくわく市民懇談会▲

池田市長を囲み、車座の会がスタートしました
　4月22日、ＪＡ中野市倭事業所において、第１回目の
「わくわく市民懇談会～市長と一緒にまちづくりを考え
る車座の会～」を開催しました。
　当日は、区長・農業関係者など約６0人が参加する中、
池田市長が「これからの中野市」をテーマに講演を行い、
参加者と市政に関する考えなどを意見交換しました。
　池田市長は、北陸新幹線飯山駅開業を見据え、地域を
どうしたいか考えてほしいと呼び掛けました。

　4月4日に市内の小学校１１校、中学校4校で入学式が
行われ、小学生404人、中学生470人が入学しました。
　式では、在校生や保護者が見守る中、在校生に手を引
かれて１年生が入場し、来賓や校長先生などからお祝い
の言葉が送られました。
　在校生からは「歓迎の呼びかけと歌」が披露され、入
学したばかりの１年生は、これから始まる学校生活に目
を輝かせていました。　　　　　（写真：科野小学校）

小中学校入学式▲

希望に目を輝かせる新１年生の皆さん

菜の花まつりコンサート▲

会場が美しい歌声に包まれました
　4月27日、高野辰之記念館において、高野辰之記念祭
「菜の花まつりコンサート」を開催しました。
　当日は、声楽家・作曲家の山

や ま ざ き

﨑浩
ひろし

さんとソプラノ歌手
の沼

ぬ ま た

田秀
ひ で み

美さんが、高野辰之博士の作詞による「春が来
た」をはじめ、「花」や「荒城の月」など名曲の数々を
歌い上げました。また、最後に「故

ふ る さ と

郷」を入場者全員で
合唱し、高野辰之博士の功績をたたえる美しい歌声が、
会場いっぱいに響きわたりました。
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383-8614 

（
住
所
記
載
不
要
）

　
中
野
市
庶
務
課

 

　
　
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
世
帯
主

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
で

働
く
元
気
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
皆
さ

ん
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
内
の
金
融
機
関
に

勤
務
し
て
２
年
目
の
豊
田
麻
希
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

　
窓
口
で
お
預
か
り
し
た
書
類

や
、
現
金
な
ど
を
処
理
す
る
事
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
で
は
、
専
門
知
識
や
接
客

の
方
法
な
ど
先
輩
に
教
え
て
い
た

だ
く
事
が
多
い
で
す
が
、
日
々
勉

強
と
思
い
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◆

―
今
の
仕
事
を
選
ん
だ
理
由

は
何
で
す
か
。

　
大
学
在
学
中
に
、
生
ま
れ
育
っ

た
中
野
市
に
戻
り
仕
事
が
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
と
触
れ
あ
う
こ
と
が

で
き
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、

今
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
◆

―
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
ま
す
か
。

　
趣
味
の
読
書
を
し
な
が
ら
過
ご

し
て
い
ま
す
。
時
間
を
忘
れ
て
本

の
世
界
に
入
り
込
め
る
の
で
、
良

い
気
分
転
換
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
車
の
運
転
に
慣
れ
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
両
親
を
誘
っ
て
ド

ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
た
い
で
す
。

金融の仕事から、皆さんの

身近な存在になれるように

がんばります。
【小田中・２３歳】

　
　
　
　
　
　
◆

―
中
野
市
に
は
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　
実
家
で
も
農
業
を
し
て
い
る
た

め
、
農
産
物
の
生
産
が
盛
ん
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
地
域
で
、
秋
に
な

る
と
通
勤
の
際
に
感
じ
る
、
キ
ン

モ
ク
セ
イ
の
香
り
が
と
て
も
好
き

で
す
。

　
　
　
　
　
　
◆

―
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
仕
事
で
は
、
窓
口
に
出
て
お
客

様
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、
一

つ
一
つ
の
仕
事
を
し
っ
か
り
覚
え

て
い
き
た
い
で
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
志
賀
高

原
に
自
分
の
運
転
で
行
け
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。
当
面
の
目
標

は
海
に
行
く
こ
と
で
す
。

豊
と よ だ

田　麻
ま き

希 さん

～中野のチカラ～
vol.38

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
ズ
ー
ト
ピ
ア
信
州
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

組
み
木
…
２
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　
　
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
世
帯
主

名
を
記
入
の
上
、
今
月
の
広
報
で

参
考
に
な
っ
た
記
事
、
今
後
知
り

た
い
情
報
な
ど
を
は
が
き
に
書
い

て
、
次
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

締
め
切
り
　
５
月
2７
日
㈪
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

問
題

　

２
０
１
３
な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り

　
　
「
●
が
咲
い
た
。」

広
報
ク
イ
ズ
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夢 No.97

　　

日野小学校　４年

金
か ね ま る

丸　聡
そ う し ゅ う

周さん

　
ぼ
く
は
、
４
年
生
に
な
っ
て

少
年
野
球
の
チ
ー
ム
に
入
り
ま

し
た
。
な
の
で
野
球
を
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
夢
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
に

な
っ
て
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
選
手
に
選
ば

れ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
バ
ッ
タ
ー
の
二

刀
流
で
活
や
く
す
る
こ
と
で

す
。

　
そ
れ
に
は
ま
ず
、
で
き
る
だ

け
遠
く
か
ら
ボ
ー
ル
を
投
げ
ら

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
近
い

き
ょ
り
で
は
速
く
投
げ
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
す
。

　
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
投
げ
る
速
い

球
を
、
遠
く
ま
で
打
つ
に
は
、

タ
イ
ミ
ン
グ
と
力
の
入
れ
か
げ

ん
が
大
事
で
す
。

　
だ
か
ら
、
宿
題
が
終
わ
っ
た

ら
バ
ッ
ト
を
持
っ
て
す
ぶ
り
を

た
く
さ
ん
し
ま
す
。
ス
イ
ン
グ

す
る
ス
ピ
ー
ド
を
速
く
す
れ
ば

ボ
ー
ル
を
遠
く
ま
で
打
て
る
と

思
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
続
け
れ
ば
必
ず
夢
は

か
な
う
と
思
う
の
で
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
い
つ
か
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に

出
場
し
た
い
で
す
。

ＷＢＣに出場したい

徳
と く た け

竹　佐
さ お り

織　さんから紹介された

市民リレーインタビュー

キャッチボール
No.68

①自己紹介
　市内のデイサービスセンターで介護士を
しています。趣味は実家のおばあちゃんに
ご飯をごちそうになることです。また、友
人とセッションバンドをしています。
②今後チャレンジしたいこと
　バンドではギターボーカルをしています
が、いつも隣で弾いているベーシストを超
えるほど、ベースもうまくなりたいです。
③これからのまちづくりに望むこと
　大人だけでなく、高校生も通うことがで
きるライブハウスがあったらうれしいで
す。

小
こ ば や し

林　誠
まこと

  さん

（団体職員・草間）

○
昨
年
９
月
に
組
み
木
館
を
オ
ー
プ
ン

　
古
民
家
を
改
築
し
た
自
宅
に
、
組
み
木

を
観
て
、
作
っ
て
、
遊
ん
で
楽
し
め
る

小お

ぐ

ろ黒
三さ

ぶ
ろ
う郎
組
み
木
館
「
ズ
ー
ト
ピ
ア
信

州
」
を
開
館
し
ま
し
た
。

　
特
別
支
援
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
３５
年

ほ
ど
前
、
組
み
木
デ
ザ
イ
ナ
ー
小
黒
三
郎

さ
ん
の
著
書
「
組
み
木
の
世
界
」
と
の
出

会
い
が
き
っ
か
け
で
、
組
み
木
の
魅
力
に

と
り
つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
松
本
市

で
開
催
さ
れ
た
小
黒
さ
ん
の
個
展
の
会
場

で
、
初
対
面
の
小
黒
さ
ん
に
「
組
み
木
館

を
造
り
ま
す
」
と
宣
言
し
た
こ
と
を
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。
夢
が
実
現
し
、
来
館

者
と
の
新
た
な
出
会
い
も
楽
し
く
、
充
実

し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
か
わ
い
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
多
く
、
木

の
温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
良
さ
を
持
つ
組

み
木
で
す
が
、
実
際
に
作
っ
た
り
遊
ん
で

み
る
と
、
制
作
や
デ
ザ
イ
ン
の
奥
深
さ
に

気
付
き
ま
す
。
ま
た
、
作
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
と
、
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
喜
ん
で
く

だ
さ
る
の
で
制
作
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
夢

　
組
み
木
を
観
に
来
て
い
た
だ
く
だ
け
で

な
く
、
自
ら
の
手
で
制
作
し
、
遊
ぶ
楽
し

さ
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
組
み
木
の
仲
間
の
輪
を
広

げ
、
全
国
の
愛
好
家
と
共
に
、
将
来
、
小

黒
さ
ん
の
全
作
品
を
集
め
た
美
術
館
を
建

設
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

第
2９
回

木
々
に
囲
ま
れ
た
古
民
家
に

仲
良
く
集
う
組
み
木
た
ち

館長　池
い け だ

田 憲
け ん い ち ろ う

一郎さん

ズートピア信州
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有料広告欄有料広告欄

図　書　館 新着図書情報

４月新着図書の一部を紹介します

図書館に飲食コーナーを設置
　図書館に飲食コーナーを設置し
ました。
　昼食時にランチルームとしてご
利用ください。
飲食コーナー　図書館２階朗読室
開放時間　午前11時半～午後１時半

　ビデオ上映会を開催します。
①日時　５月19日㈰　午後２時～
　作品　ハリー・ポッターと賢者の石
②日時　６月５日㈬　午前10時～
　作品　番場の忠太郎
会場　市立図書館２階　AVホール
入場料　無料
問　市立図書館　☎（26）５84１

としょかんプチ☆キネマ

　市立図書館開館20周年を記念して、
本を読みながら音楽と詩を楽しんで
いただくイベントを開催します。
　皆さんのご来館をお待ちしています。
期日　６月２日㈰
時間　午後３時～
会場　市立図書館１階
テーマ　花にちなんだ音楽と詩
内容　ピアノとクラリネットによる

演奏、詩の朗読
入場料　無料
問　市立図書館　☎（26）５84１

図書館20周年記念事業
「ライブ イン ライブラリー」

　７月１日㈪から、間山温泉公園ぽ
んぽこの湯の利用料金が変わります。
　大広間の利用料金をなくし、ど
なたでも大広間をご利用いただける
ようになります。
　大人500円、小人200円に料金を
改定します。
　皆さんのご理解をお願いします。
浴場・広間の利用料金（平成25年
７月１日㈪～、入湯税込み）

大人 小人
１回券 500円 200円
７回券 3,000円 1,200円
12回券 5,000円 2,000円
25回券 10,000円 4,000円

※料金改定前に購入された回数券は、
改定後も利用できます。

問　商工観光課観光係（内線259）
　　間山温泉公園ぽんぽこの湯
　　☎（23）２６8６

間山温泉公園ぽんぽこの湯
７月から利用料金を改定

【一般書】脳はすすんでだまされたが
る（スティーヴン・Ｌ・マクニックほか）／
ピーことば（ピーコ）／これだけは知っ
ておきたい日露戦争（山田　朗）／華の
血族（池坊　保子）／ドキュメント沖縄
経済処分（軽部　謙介）／交渉力（毛利
　元貞）／日本民謡事典（長田　暁二ほ
か）／学んでみると量子論はおもしろ
い（牟田　淳）／お灸のすすめ（お灸普
及の会）／長生きしたけりゃ肉は食べる
な（若杉　友子）／自分で作る太陽光発
電（川村　康文）／６０歳からのフェイス
ブック（今　陽子）／捨てない知恵（石黒
　智子）／ぼくが百姓になった理由（浅
見　彰宏）／種から育てる花つくりハンド
ブック（渡辺　とも子）／エンジェルフラ
イト（佐々　涼子）／丸小ビーズでコロン
と作るとりたま（市川　ナヲミ）／千駄木
の漱石（森　まゆみ）／別れる力（伊集
院　静）／ＬＩＧＨＴ ＵＰ ＮＩＰＰＯＮ 被災地
の空に花を咲かせた日（高田　佳岳）／
北朝鮮１４号管理所からの脱出（ブレイ
ン・ハーデン）
【小説】何者（朝井　リョウ）／獣眼（大
沢　在昌）／談志が死んだ（立川　談四
楼）／螢草（葉室　麟）／舗装道路の消
えた世界（古川　日出男）／ブルーマー
ダー（誉田　哲也）／夢をかなえるゾウ　
２（水野　敬也）
※詳しくはホームページをご覧ください。
ホームページ　http://www.nakano-lib.jp
問　市立図書館　☎（26）5841

　子どもや家庭、子どもの健やかな成
長についてみんなで考えましょう。
問　子ども相談室（内線278）

　君がいる
　　ただそれだけで　うれしいよ

平成25年度児童福祉週間標語　

こどもの日から１週間は
「児童福祉週間」です



くらしの情報 ▶毎月第３日曜日は、家族がふれあう「家庭の日」です。～育てよう子どもたち！深めよう家族の絆！～
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　　　「広げよう　地域に根ざした　思いやり」
　　　　　　　あなたの相談相手　すぐそばにいます

　皆さんの心配ごとを解決するお手伝いをするのが、民
生委員・児童委員です。中野市では、113人の民生委
員・児童委員の皆さんが、それぞれの担当区域で活動し
ています。何かに悩んでいるときは、一人で悩まず、お
気軽に民生委員・児童委員へご相談ください。
問　福祉課厚生保護係（内線255）

５月12日は「民生委員・児童委員の日」

行政相談所の開設
　国や県、市などが行っている仕事
の苦情や要望・意見などをお聴きし、
その解決や実現を目指すため、市で
は行政相談所を毎月開設しています。
　総務大臣から委嘱を受けた行政相
談委員が相談に応じます。
　相談は無料で、秘密は厳守されま
すので、お気軽にご相談ください。
開設日　５月10日㈮、６月10日㈪、
７月10日㈬、8月12日㈪、９月10日
㈫、10月10日㈭、11月11日㈪、12
月10日㈫、平成26年１月10日㈮、
２月10日㈪、３月10日㈪
会場・時間
豊田支所相談室　午前９時～11時30分
市民会館44号会議室　午後１時～4時
行政相談委員　小

お の

野すみ江
え

さん（栗
和田）、町

ま ち だ

田榮
さかえ

さん（栗林）、丸
ま る や ま

山
正
ま さ み つ

光さん（豊津）　　　
問　庶務課庶務文書係（内線211）

　６月１日の「人権擁護委員の日」に合わせ「特設相談
所」が開設されます。日々の暮らしの中でお困りのこと
や悩みごと（差別、虐待、いじめなどの人権に関わる
問題）がありましたら、ご相談ください。
期日　５月31日㈮　　時間　午前９時～正午
会場　中野市人権センター　
相談員　人権擁護委員
※相談は無料で秘密は厳守されます。
問　長野地方法務局飯山支局　☎０２６９（62）２３０２

人権に関する「特設相談所」開設

守ろう！電波のルール
　６月１日㈯から10日㈪は、「電波利
用環境保護周知啓発強化期間」です。
私たちの財産である電波の良好な利
用環境を守るため、不法無線局をなく
し、電話を正しく使いましょう。
　電波に関することは、総務省信越
総合通信局へお問い合わせください。
問　総務省信越総合通信局
　　☎026（234）9963

未土利
販売日　月曜日～金曜日（祝日、お盆、
年末年始は除く）
販売時間　午前９時30分～午後4時
販売場所　平岡堆肥化施設（笠原580）
価格　１袋15㎏入り：250円
※販売業務（公金収入業務受託者）を
　次の方に委託しました。
　住所　中野市大字中野1559-1
　氏名　中野市生活環境保全組合
　　　　組合長　金

か ね こ

子　保
たもつ

　委託期間　4月１日から１年間

平岡集落
排水処理場
（ナピア平岡）

堆肥販売場所

R
2
9
2

　有機分が土壌改良に役立ちます。また、「未土利」は粒状（ペレット状）なので、
散布しやすく効果が長続きします。なお、なかの「おすみちゃん」は、製造工程
を変更したため、「炭」は入っていません。（成分はほとんど変わりません）

問　上下水道課下水道係（内線283）

新保
砂山

R
4
0
3

なかの「おすみちゃん」
５月の販売日
8日㈬、15日㈬、19日㈰、29日㈬
６月の販売日
５日㈬、12日㈬、16日㈰、26日㈬
販売場所　中野浄化管理センター
販売時間　午前９時～11時30分
価格　１袋（15㎏）：200円
バラ売り-300㎏：1,500円
　　　　　500㎏：2,500円
※バラ売り（袋無）：要予約（10日前）

堆肥販売場所

中野浄化
管理センター

汚泥発酵肥料 なかの「おすみちゃん」「未土利」の販売

対象　公共的に利用される区や団体など
利用場所　区の花壇、団体などがボランティアで管理している花壇など
申込方法　団体などの代表者（区長など）の方が、受け取り希望日の１
週間前までに、上下水道課へお申し込みください。
受渡日時・場所　通常の販売日時および場所　※上段参照

なかの「おすみちゃん」公共利用無料配布
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「THE☆若者・まちなか音楽会」出演者募集中
ホップ、ロックなど）、持込品、代表者の住所・氏名、
電話番号、発表時間をお知らせください。音源を持
ち込む場合は、ＣＤまたはＭＤに使用音源のみを録音
し、グループ名、代表者名を明記の上、申込書と一
緒に提出してください。
応募締切　５月24日㈮
主催　音色がはずむまちづくり委員会
問・申　商工観光課商工係（内線272） ファクス （22）５９24
Eメール shoko@city.nakano.nagano.jp

　歴史や伝統、文化を生かしたまちづくりの一環として、
市内の高校生が企画・運営する「THE☆若者・まちなか
音楽会」の出演者を募集しています。
期日　６月16日㈰　　時間　午前10時から
会場　中野陣屋前広場公園ステージ　　参加費　無料
出演者資格　ダンス、バンド演奏、歌などを発表したい
方（個人、グループは問いません）
申込方法　電話、ファクスまたはEメールにて、グループ
名、構成（所属・人数・性別・年齢）、ジャンル（ヒップ

平成25年5月号 24

　平成16年にご遺族から寄贈された城
き ど こ ろ

所祥
しょう

版画作品の移動展を開催します。静物、特に
リンゴを題材にした作品を中心に、板目木
版画・木口木版画36点をご紹介します。
期間　５月30日㈭～６月23日㈰
　　　※火曜日休館
時間　午前10時～午後６時
会場　中野陣屋・県庁記念館
　　　コミュニティーホール
入場料　無料
問　文化スポーツ振興課文化振興係（内線3９4）

中野市収蔵美術作品移動展　城所祥 版画作品展

▲GREEN APPLES V

　受講生と学芸員が共に調査する
「みんなで研究コース」の参加者を
募集しています。いろいろな鳥を知
りたい、草木の移り変わりを見たい、
石仏に興味があるなど、関心のある
方はぜひご参加ください。
募集コース　「野鳥観察会」「植物
観察会」「豊田の石仏を調べよう」

調査結果をご覧ください
　平成24年度に実施した調査結
果を市立博物館エントランス通路
に展示しています。郷土の自然と
文化をぜひご覧ください。

問・申　市立博物館　☎(22)2005

市立博物館「みんなで研究
コース」参加者募集

　「中野農業振興地域整備計画」の
総合見直しに伴い、現在、住宅の建
築などの理由による農用地区域から
の「農振除外」の申請受け付けは休
止していますが、農業用施設農地と
して利用するための「軽微変更」に
限り申請を受け付けています。
※申請の際は事前にご相談ください。
問　農政課農政係（内線2５0）

農業振興地域の「軽微変更」
を受け付けています

なにわコンサート2013
　毎年恒例、ダブルカルテットによ
るア・カペラ男声合唱団「なにわ」
によるコンサートを開催します。楽
しいトークを交えながらのコンサー
トです。コンサート時は入館無料で
すので、ぜひお出掛けください。
期日　６月１日㈯
時間　午後２時～４時
会場　中山晋平記念館　

▲昨年の様子
問　中山晋平記念館　☎（22）70５0

シンボルマークを使って
中野市をPRしよう！
　知名度向上と魅力発信を目的に作
成した「中野市
産地・観光ＰＲ
用シンボルマー
ク」を無料でご利
用いただけます。
使用対象
・市内産農産物、市内で製造された
加工食品、市内で生産された原
料を使用した加工食品

・上記を取り扱う飲食店、販売店など
・市のＰＲおよびイメージアップの
ために行うもの　など

申し込み方法　ホームページから申請
書をダウンロードし、提出してください。
ホームページ　http://www.city.
nakano.nagano.jp/agriculture/
問　売れる農業推進室（内線406）
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５月31日㈮は、平成25年度軽自動車税（市税）および平成25年度自動車税（県税）の納期限です。お忘れなく。

庭木の剪定枝…直径1５cm以下のものに限ります。草・根・廃材・果樹剪
定枝は回収できません。（剪定枝のチップは会場に積み置きます。無料で
配布していますので、ご自由にお持ちください）
硬質プラスチック製品…衣装ケース、バケツ、ジョウロ、漬物樽、ごみ箱、
カゴ、植木鉢、プランター、ポリタンク、ポリボトルに限ります。
びん・ペットボトル・古紙…月１回の資源物収集の分別方法と同様です。
食用油…家庭で使用した天ぷら油で、液体状のものに限ります。
古着・古布…ナイロン製品・中綿入り製品、セーターなどは回収できません。
問　環境課衛生係（内線24５）

資源物の特別回収を行います
　ごみの減量・再資源化を一層進めるため、「資源物の特別回収」を行います。
★回収場所で回収できないと判断されたものは、お持ち帰りください。
★前夜・早朝など指定時間以外の持ち込みは禁止です。
★中野市以外からの持ち込みは固くお断りします。

回収日 時　間 会　場 回収品目

５月1９日㈰ 午前９時～
正午

浜津ケ池公園駐車場
（市民センター北側 ）

庭木の剪定枝
硬質プラスチック製品

「資源物の
日曜回収」
５月26日㈰

午前 10 時～
午後１時 マツヤ中野店

段ボール、新聞紙、雑誌・
雑がみ、びん、ペットボトル、
食用油、古着・古布

スポーツ専任コーチの活用団体に補助金を交付します
対象事業　市内に在住・在勤・在学する方で構成するス
ポーツ団体で、将来県・国レベルで活躍できる選手や団
体を育成する事を目的に、国および国際レベルでの指導
実績のあるコーチによる講習会や研修会・実技指導など
の受講や開催事業
対象期間　平成26年3月31日まで
募集期限　５月31日㈮
※詳しくはお問い合わせください。
問　文化スポーツ振興課スポーツ振興係（内線3９7）

　市内スポーツ団体の
競技力向上を図るため、
スポーツ専任コーチに
よる講習会などの受講
および開催に要する経
費に対し、予算の範囲
内で補助金を交付します。
補助率および交付額　事業費の４分の3以内とし、上限
は30万円

　中野商工会議所では、市民の皆さ
んの生活を応援するため、プレミア
ム付き「元気が出る商品券」を発売
します。ぜひ、ご利用ください。
販売期間　６月１日㈯～11月30日㈯
※売れ切れ時点で販売終了
内容　1,000円券11枚綴り（11,000
円分）を10,000円で販売（一般商店
と大型店で利用できる共通券が４枚、
一般商店で利用できる券が7枚）
購入限度額　１人あたり10万円
利用できる店　取扱店ポスターを掲
示してある市内商店など
販売場所　中野商工会議所
販売時間　午前９時～午後５時
※この商品券のプレミアム分は、市
と中野商工会議所で半分ずつ負
担しています。

問　中野商工会議所会員サービス課
　　☎（22）２１９１

プレミアム付き！
「元気が出る商品券」 発売

「北信州植樹祭」参加者募集
　ヤマザクラなどの植樹を行います。
期日　６月８日㈯
時間　午前10時～
集合・式典会場　長野県北信合同庁
舎駐車場（雨天時は講堂）
植樹場所　壁田城址公園周辺森林
※作業のできる服装で参加ください。
問　長野県北信地方事務所林務課
　　☎（23）0２１６
　　市農政課耕地林務係（内線2５1）

「河川愛護モニター」 募集
業務内容　千曲川・犀川に関する意
見、自身の河川愛護活動や地域のイ
ベントなどの情報の報告など
任期　7月１日～平成26年６月30日
報酬月額　4,５80円
応募締切　５月17日㈮
※応募方法など詳しくは、直接お問
い合わせください。

問　国土交通省千曲川河川事務所
　　占用調整課　☎026（227）7768

市職員の服装の軽装化
「クールビズ」実施中
　公務能率の向上などを推進す
るため、「クールビズ」を実施
しています。
　皆さんのご理解をお願いします。
実施期間　10月31日㈭まで
問　庶務課職員係（内線20９）
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ご寄付　ありがとうございました

●平岡小学校図書整備のため
　図書券　300,000円分
　＜東京都葛飾区　細谷　恒明　様＞

●一本木公園、学校などの公共施設の緑化のため
　クリスマスローズ花苗　100株
　＜飯山市　奥信濃クリスマスローズファーム　様＞
　
●子ども達の健全育成のため
　電子ピアノ　３台
　＜中野つるしかざりの会　様＞

●長丘小学校の図書購入費として
　現金　100,000円
　＜壁田　武田　亥佐雄　様＞

問　庶務課秘書広報係（内線400）

シリーズ 地球温暖化�

『送り付け商法　ネガティブ・オプション』

消費者トラブルと解決法
第 32 回消費生活相談

アドバイス　これは「ネガティブ・オプション」
と呼ばれ、注文していない家に一方的に商品を送
り付け、受け取った方に注文したと勘違いをさせ
て、商品の購入を迫る商法です。
　商品を送り付けた後に、電話で「一度商品を
送ったのだから拒否できない」と強引に迫る業者
もいますので、注意してください。
解決方法　家族に注文した方がいなければ、商品
の受け取りを拒否してください。
　もし、受け取ってしまった場合や、商品が送ら
れてきた後に、業者から強引に購入を迫られてい
る場合は、ご相談ください。
　
問い合わせ・消費生活相談
市民課生活交通安全係（内線238）
長野県長野消費生活センター　☎026（223）6777

年金 新成人の皆さん　忘れずに
国民年金の手続きをしましょう

　国民年金は全ての公的年金の基礎となるもので、
老後や万が一の事態に備え、保険料を出し合いお互
いを支え合う制度です。日本国内にお住まいの20歳
から60歳までの方に加入義務があります。
加入の手続き　
・学生や自営業者などの「第１号被保険者」の方は、
市役所の国民年金担当窓口で手続きをしてください。

・会社員などの「第2号被保険者」の方や、第2号被保
険者に扶養される配偶者などの「第３号被保険者」
の方は、勤務先の事業所が加入手続きを行います。

保険料の猶予・免除　収入が少ないために保険料
の納付が困難な場合、申請により保険料の納付が猶
予・免除となる制度があります。この申請を行わないま
ま保険料が未納となっていると、将来の老齢年金や
万が一のときに障害年金・遺族年金を受け取ること
ができない場合がありますのでご注意ください。
問　長野北年金事務所　☎026（244）4１00

一般的な年金相談に関する問い合わせ先
ねんきんダイヤル　☎０５７０（0５）１１６５

（平日午前８時30分～午後５時15分）

　自宅に突然商品が届いた。家族にも確認した
が、誰も注文していない。送り主は、知らない業
者であった。どうしたらよいか。

◎2013年度の「再生可能エネルギー固定価格買取
制度」の買い取り価格が決定しました

　2013年度の「再生可能エネルギー固定価格買取
制度」の買い取り価格・期間が決まりました。
　太陽光発電による買い取り価格は引き下げられ
ましたが、太陽光発電以外の買い取り価格は、据
え置かれました。

種類 1kW 当たりの
買い取り価格（税込み）

買い取り
期間

太陽光
10kW 以上　　37.80 円 20 年

10kW 未満　　38.00 円 10 年

風力 23.10 ～ 57.75 円 20 年

中小水力 25.20 ～ 35.70 円 20 年

地熱 27.30 ～ 42.00 円 15 年

バイオマス 13.65 ～ 40.95 円 20 年

問　経済産業省資源エネルギー庁
　　☎0570（057）３３３

価
格
は
据
え
置
き
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　　人口：44,743人（－202）　男：21,645人（－83）　女：23,098人（－119）　世帯数：15,376戸（-9）

（　）は前月比、平成22年国勢調査を基に推計【平成25年4月１日現在】

子ども相談 毎週月～金曜日　午前８時30分～午後5時15分
子ども相談室

子ども相談室
（内線278）

保健師による
子育て相談

毎週金曜日（休所日を除く）　午前10時～11時
りんごっこ（中央子育て支援センター）

中央子育て支援センター
☎22-2259

定期健康相談 ①毎週水曜日　午前10時～11時30分　中野保健センター
②毎月第１木曜日　午前10時～11時30分　豊田保健センター

健康づくり課健康管理係
（内線242）

高齢者の方のための
総合相談

毎週月～金曜日　午前８時30分～午後5時15分
中野保健センター

高齢者支援課介護予防
包括支援係（内線366）

行政相談
5月10日㈮、6月10日㈪
午前９時～11時30分　豊田支所相談室
午後１時～4時　市民会館44号会議室　

庶務課庶務文書係
（内線211）

消費生活相談 毎週月～金曜日　午前８時30分～午後5時15分
市民課生活交通安全係

市民課生活交通安全係
（内線238）

女性相談
（面接は予約制）

毎週月～金曜日（祝日を除く）　午前９時～午後5時
中野人権センター

人権・男女共同参画課
☎23-4810

身体障害者相談所
（予約制）

毎月第１・３水曜日　午後2時～4時
福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎26-3111

福祉相談
ボランティア相談

毎週月～金曜日　午前９時～午後5時
福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎26-3111

心配ごと相談 毎週月～金曜日　午後１時30分～4時30分
福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎26-3111

結婚相談
（予約制）

毎週月～金曜日　午前９時～午後5時
福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎26-3111

法律相談
（予約制）

毎月第１・３月曜日（月曜休日の場合は翌火曜日）
午後１時30分～３時30分　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎26-3111

職業相談 毎週月～金曜日　午前８時30分～午後5時
中野市地域職業相談室（南宮庁舎）

中野市地域職業相談室
☎23-4710

交通事故巡回相談 5月16日㈭　午前10時～午後３時
北信合同庁舎

北信地方事務所
☎22-3111

　相談内容について秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。各種相談日程

市立博物館
㊡火曜日
☎ 22-2005

プラネタリウム　毎週土・日曜日、
祝日に上映
※常設展示室は6月から公開予定

中野陣屋・
県庁記念館
㊡火曜日
☎ 23-2718

森貘郎板画集「一茶と土びな」原画と中野
土人形　5月12日㈰まで
飛び出せ！世界の馬っこたち　5月13日㈪まで
本庄基晃「絵画展」　5月27日㈪まで
丸山芳文「陶磁器展」　5月31日㈮まで

展示案内　ぜひ、ご覧ください。

電話医療相談　　　☎2３-０３００
　午前８時 30 分～午後 10 時 （ 土・日曜日、祝日を除く ）
子ども電話相談　　☎2３-３１9１
　午前８時30分～午後5時15分（土・日曜日、祝日を除く）
児童虐待・DV24 時間ホットライン
　　　　　　　　　☎０2６３-9１-2４１０
女性相談　　　　　☎2３-４8１０
　午前９時～午後5時 （土・日曜日、祝日を除く ）

電話相談　専用電話をご利用ください。
ご利用ください
(４月2５日現在)

　資源の有効活用を図るため、市民の皆さんから
依頼のあった不用品や必要品を掲載しています。

問・申　市民課生活交通安全係（内線238）

日本文学全集、学生服

大八車、そり
ゆずってください

さしあげます

・物品の掲載期間は半年間で、ご希望により再掲載も可
能です。

・物品はご自身で保管してください。
・掲載物品が欲しい方、提供できる方は直接相手の方と
お話しの上、結果を報告していただきます。
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育児教室
期日／５月31日㈮
時間／午前10時～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食の話
　　 （試食あり）
※３日前までに予約が必要です。

予防接種

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満で、
就学前の１年間（平成19年４月
２日～平成20年４月１日生まれ）
※第２期の方には予診票を送付

します。
※対象者は無料で接種が受けら

れますので、接種される前月
に実施医療機関へ予約してく
ださい。

保健だより
◦健康づくり課(中 野 保 健

センター内) 　☎22-2111
　　　　　　　　　　　　　(内線242・368）

◦地域振興課(豊田支所内)     ☎38-3111

◦休日緊急診療所(中 野 保 健
センター内) ☎23-2255

◦電話医療相談所   　　 ☎23-0300

保健だより

ワクチン名 日　程 予約先

不活化ポリオ
５月27日㈪

健康づくり課
母子保健係

三 種 混 合

四 種 混 合

５月10日㈮
６月４日㈫ヒ ブ

小 児 用
肺 炎 球 菌

日 本 脳 炎 ５月14日㈫
５月29日㈬

Ｂ Ｃ Ｇ ６月10日㈪

受付時間／午後０時45分～１時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、予診票

※３日前までに予約が必要です。
※対象・接種間隔など詳しくは健康
　カレンダーをご確認ください。

心の健康相談
期日／５月９日㈭
相談担当者／心の専門医
時間／午後３時～５時
会場／中野保健センター
※希望者は相談日の２日前までに健

康づくり課へお申し込みくださ
い。

※相談は、無料・予約制です。

ヒブ・小児用肺炎球菌
　平成2５年度から、定期予防接種
になりました。
　生後２か月～５歳の誕生日前日
まで自己負担なしで接種できます。
　今後も、積極的に予防接種を受
けましょう。

乳幼児健康診査
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

健診名 健 診 日 対象生年月
３ か 月
児 健 診

５月21日㈫ 2５年１月生

７ か 月
児　健   診

５月22日㈬ 24年９月生

１ 歳６か月
児　健  診

５月24日㈮ 23年10月生

２歳児健診 ５月20日㈪ 23年４月生

３歳児健診 ５月23日㈭ 22年４月生

※都合のつかない場合は、翌月お出
掛けください。

マタニティクラス
期日／６月1５日㈯
時間／午前９時30分～11時4５分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　動きやすい服装
内容／妊娠の経過と起こりやすい異

常、妊娠体操、妊産婦の健
康・栄養（試食あり）

※３日前までに予約が必要です。

　乳がん検診は、対象年齢により、
超音波検診とマンモグラフィ（乳房
X線）検診の２種類があります。
　受診案内は、９月末までに順次お
送りします。受診案内に従って受診
してください。

乳がん検診

子宮がん検診
　６月３日～12月13日の期間で検
診を実施します。
　受診案内は、５月末までに順次お
送りします。受診案内に従って指定
医療機関で受診してください。

☆わが家のアイドル☆

　動物が大好きで、外で元気に
遊ぶ活発な男の子です。毎日楽
しく幼稚園に通っています。
　元気で素直な子に育ってほし
いと思います。
（勝田和

か ず ゆ き

幸さん・智
と も み

美さん　江部）

　　　　　（３歳１か月）
勝
か つ た

田　遥
は る と

斗くん

日本脳炎
　日本脳炎の１期・２期の接種が
終了していない平成７年４月２日
～平成19年４月１日生まれの方が、
接種を受けることができるように
なりました。ご希望の方は、健康
づくり課へお問い合わせください。
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